
（別紙３）

～ 2026年　5月　31日

（対象者数） 29人 （回答者数）
6人

～ 2026年　5月　31日

（対象者数） 3人 （回答者数）
2人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動に対して、日頃から意見交換をすることで新たな

活動を提供できる環境を設定し、活動が固定化しない

ようにするとともに、既存の活動内容の向上を図る

2

日々の支援で一人一人の変化に気づけるように意識を

心がける。日頃から、保護者と情報共有を徹底して支

援内容を更新していき、支援内容の向上を図る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者参観やお便りなど様々な方法を用いて、周知・説明を

実施したい。

2
保護者参観を設けるなどして、職員との交流や実際に活動を

行っている様子を見ることで、支援内容の共通理解を図る。

3
策定したマニュアルを通して実施している取り組みについて

様々な形で周知・説明する。

児童にもわかりやすい構造化やバリアフリーに対する周知・説

明が行うことができていない。

日々、職員間で会議を行い、こどもにも分かりやすく構造化や

障害特性に応じてバリアフリー化に努めているが、周知・説明

をする場を設けていない。

面談や送迎時の引き渡し以外で保護者とのコミュニケーション

の機会がすくない。

面談や送迎時の引き渡しなど、保護者とのコミュニケーション

を取る場が固定化されてしまっている。

各所マニュアルの周知や説明が不足している。
マニュアルを策定しているが、保護者に詳しく周知・説明する

場を設けていない。

集団活動や個別活動の活動プログラムが固定化されない

ように工夫されている。

法人の委員会内で活動の内容や目的を共有し、月に一度

5領域に沿って立案を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健

康や発達の状況について共通理解ができている。

面談・個人記録・お便りの配布・引き渡し時の当日状況

の共有等を行い、支援内容の検証と改善を実施してい

る。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　5月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間
2026年　5月1日

○事業所名 らいおんハート遊びリテーション児童デ行徳

○保護者評価実施期間
2026年　２月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


